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音楽科における批判的思考力に関する一考察(2 ) 
“学習の次元"モデルの“第3次元:知識の拡張と洗練"を視点として-
A study on The Critical Thinking Skills in School Music Education (2) 
Based on “Dimension3:Extending and Refining Knowledge" in Marzano's 
“Dimensions of Leaming" model-
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Judging from the thought that we are involved in expr，ωs and cr巳atethe music， itmay be said that the critical thinking skil 
including the reasoning is peculiar positioning in school music education even today. However， the critical side and血ecrea-
tive side are originally put toge血erwith a relation of an artist and the music. It is accompanied with the act of a well-honed 
sense to place critical thinking skil in clas. In other words， the act is reverse to our usually thinking. In that way generated 
expression and interpretation are personality itself of the child.and the teacher have to ascertain the validity， and it is necessary 
for teache to ascertain the validity of expression and int己:rpretationand should place them in a classroom 
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1.はじめに
前回の研究1)において、学校教育が様々な面で行き
詰まりを見せている現在、子どもが人と違った音楽の学
びのプロセスを、教師が思考力育成と共にそれを個性と
して教室の中に位置づけるという発想はこれからの音楽
科教育においても重要性を増すという考えに基づいて考
察をおこなってきた。その時の課題として残ったことが
授業論への展開であった。
本論では、音楽科における批判的思考力の育成プロセ
スに関して、Dimensionsof Leamingモデルと呼ばれる
学習論を用いて具体化することを目的とするO
学習指導要領に思考力の育成が位置づけられて以来、
音楽科においては学力論争に巻き込まれるのを避けるせ
いか、それはネガテイブなものであったといえる O 学校
教育における思考力育成に関する先行研究の大半は1980
当時のアメリカの学力低下に端を発して今日まで発展し
てきたものだが、一連の大がかりなプロジェクトを探る
と、単にそれだけに止まらず、いじめや人権問題との関
連に言及していることがわかる O いいかえれば、思考力
育成の真意は単なる学力の向上が目的ではなく、子ども
一人ひとりの個性や人権を守るという民主主義の深い原
理に根ざしていたと考えられる O 2) 
音楽科においても、そうしたより広い視点に立った思
考力を位置づけていくために、前回の考察では、
Marzano，R.や Jonesldolらがおこなった Dimensionsof 
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Thinking Projectsの成果3) を再検討した。それは人間の
思考力を高次思考力と呼ばれる 3つの性質からとらえよ
うとする基礎研究であり、人間の認知活動は自己調節
(Disposition of Self-Regulation :認知をコントロールす
るメタ認知)、批判的思考 (Dispositionof Critical Think 
ing 批評の性質を帯びたもの)、創造的思考
(Disposition of Creative Thinking :生成の性質を帯びた
もの)の3つの性質によって成りたっているという学説
である。
1.思考力育成を意図したカリキュラムの特徴
音楽科に限らず思考力を育成することの本質ははじめ
にも触れたように学力の向上というよりはむしろ、子ど
もの人権あるいはそれにもとづいた主体性の回復にある O
そのことが授業の中でどう組織化されていくのか。ブラ
イアンムーアは思考力に関して次のように端的に述べて
いるO
「現実の世界では、私たちはただ『考えるために考える』
のではなく、『何かについて(のために)考える.14)J 
すなわち、思考力の育成には第 1に「内容jまたは
「対象」という概念がともなうということである。それ
ゆえ、教科の内容というものについての共通理解が必要
となる O ここでいう教科内容とは、吉本均によれば、
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「概念・法則・構造・心情・イメージなどJ51 をいう。
カリキュラムを編成するプロセスが、単元に基づいて
教材が選択され教科内容が導き出されるプロセスを含む
ことはいうまでもない。例えば教科を例にとると国語科
や数学科では図 1に示したようになると考えられる O
教科 単元 教材 教科内容
国語科 近代文学 夕鶴
愛・堕落・苦
悩など
数学科 微分 問題 極限値
図1 カリキュラム編成プロセスの事例(1)
ところが、 音楽科の事例についていえば、例えば「赤
とんぼjの歌唱表現法を探究する授業で、数種類ほどの
音源を聞き比べて「演歌の歌い方ではないかと思います。
力強く男性的な歌い方です。」、「包みこまれるような温
かい気持ちになりました。ソフトな感じがしました。」、
「震えるような声。細い女性的な声でした。浴室の中で
聴いているように響いていました。j、「子どもの高く澄
んだ声、のびやかな感じがしました。jなどのようなブ
レインストーミング的な意見交換の活動に終わったり、
交響曲の授業でソナタ形式という側面だけを重点的に学
んできた学生は未だにいる O いいかえれば、中田基昭が
述べていた「授業で知的遺産を学ぶものは、創始者にとっ
てと同様のリアリティを伴って学ばなければならな
い。J61 という本来の視点が失われているのである O
教科 単元 教材 教科内容
国語科 近代文学 夕鶴
愛・堕落・苦悩な
ど
数学科 微分 問題 極限値
音楽科 秋の音楽 もみじ 歌唱法、演奏法
図2 カリキュラム編成プロセスの事例(2)
つまり、ある音楽がなぜ創られ、その音楽の意味内容
は何なのかという探究活動を通して、自分を生活経験の
縛りから解放させて、創始者のリアリティにせまるといっ
た活動は不十分といえる。だとすれば学生達が音楽科教
育法のような講義で子どもに教えることは何かという聞
いに対して、図2のように歌唱・鑑賞・器楽・創作の実
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技指導と答えるのもうなずけるO
しかし一方、中田は、「授業で真に学ぶことは哲学す
ることを真に学ぶこととと同じである。J'Iことを強調
している。だとすれば、 音楽を楽しむことと、 音楽を学
ぶーキメタ認知の語源であるメタフィジックスを学ぶー
ことの聞には埋めなければならない溝がある O つまり、
中田のいうようなメタフィジックスが授業に復権すると
いうことは、端的に言って子どもが聞いを学ぶ空間(=
文脈)が復権するということである。その問いとは図3
に示したような教科内容を探究するための聞いとなると
考えている O
教科 単元 教材 教科内容
創始者のとらえ
音楽科 秋の音楽 もみじ
た“もみじ"・和声
の色彩感・生命
観
図3 カリキュラム編成プロセスの事例(3)
しかし、その場合の聞いとは、ドリル的な計算や一問
一答式のローレベルの思考のスキルにかかわる聞いとは
異なっているのである O 問いに関する研究、すなわち発
問研究は我が国では吉本均らを中心として教育方法学の
分野ですでに1980年代はじめに行われていたが、こと音
楽科教育学においてそれが重要視された歴史は見あたら
ない。
皿.学習指導要領における Dimensinosof Leaming 
モデルの展開
子どもの学力が低下する、いいかえれば子どもの主体
性が低下する原因を思考力の低下にもとめ、基礎的考察
を終えたマルザーノ達が、学校教育での思考力育成がひ
とり歩きすることを避けるため、その育成プロセスを具
体化させた研究に、本研究のサブテーマにある
Dimensinos of Leamingと呼ばれるものがある。これは
前回の考察の課題であった、「具体的に授業がどうかわ
るのか?Jに示唆が得られるものといえる O
Dimensinos of Leamingモデルは、端的に言うと図4
に示した 5つの次元からなる学習者主体の学習空間理論
の先行研究である O
音楽科における批判的思考力に関する一考察 (2)ー“学習の次元"モデルの“第3次元 :知識の拡張と洗練"を視点としてー
Marzano，R.，“Dimensions of Learning"(l 992) 
学力低下を克服し、ドリル的な知識と技能の習得を超えた
学習空間論。現在の教育理論のキーワードをほぼ網羅。
Dimension 1.学習についての積極的な態度と知覚
Dimension2.知識の獲得と統合
Dimension3.知識の拡張と洗練
Dimension4.知識の有意味な利用
Dimension5.生産的な精神の習慣
図4 Dimensinos of Leamingモデル
この中の第3次元にある知識の拡張と洗練にいったい
どのように聞いが関わってくるのかについて、 考察して
みる O そのためにまず、はじめに述べた Dimensionsof 
Thinking Projectsが現在どのような年間カリキュラムに
具体化されているかを調べてみた。例えば今年度のカナ
ダオンタ リオナ卜|のカ リキュラムを例にとると、批判的思
考と創造的思考(創造的課題)が小学校の低学年からすで
に系統的に継続してカ リキュラムの中に位置づけられて
いる(図5参照)0 8) 
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図5 オンタリオ州の小学校における思考力の位置づけ(1)
従来から批判的思考は数学や理科で、 創造的思考は音
楽でと考えがちな日本の多くの音楽科教育の立場からみ
ると、非常に珍しいあるいは奇妙なものに映るであろう。
例えば批判的思考に注目してみると、 以下のように記述
されている。
「学年目標 :様々な文化と歴史的な時代背景に基づいて、
音楽に対する自分たちの答えを表現する。 (1小学3年生:
批判的思考)J 9) 
一方比較の対象として創造的思考に関する部分をみる
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と図6のように記述されている O
小学3年生:創造的課題(比較事例)
砂学年目標
砂様々な文化と歴史的な時代背景に基づいて、歌う。
，自分の知っている歌に、新しい言葉を置き換えたり新
しい詩を創作する。その際、リズムについての知識を
利用して旋律に新しい文字がフィッ卜するようにする。
図6 オンタリオ州の小学校における思考力の位置づけ(2)
N.批判的思考力の育成における推論の役割
批判的思考に関していえば、学年目標の内容は他の学
年と比べてもあまり大きな変化はないので、ここでは、
典型的な事例としてとらえていただきたい。では、こ こ
で記述されている“様々な文化と歴史的な時代背景に基
づいて、 音楽に対する自分たちの答えを表現する。"と
いう目標に即した授業にどのような思考のプロセスが関
わるのか。そして、どのような 「内容jと 「聞い」が関
わると考えられるのか。
マルザーノによれば、授業の中で子どもが用いる思考
(推論)のプロセスについて8つを挙げているO
1.比較(Comparing)
2.分類(Classifying)
3.抽象化 (Abstracting)
4.帰納的推論ClnductiveReasoning) 
5.演鐸的推論CDeductiveReasoning) 
6.根拠の構成CConstructingSupport) 
7.誤りの分析CAnalyzingErrors) 
8.ものの見方の分析CAnalyzingPerspective) 
"Dimensions of Learning-Teacher's MANUAL"，ASCD，197，p.186-187 
図7 Dimensions of Leamingモデルにおける推論のプロセス
すなわち、図7に示した8つが、ある教科内容に対する
アプローチの方法つまり 、探究活動のための理論的基盤
といえる。10)
この中のい くつかのプロセスに生徒達を導くために、
教師は 「聞い」を組織化する必要がある O これら 8つの
思考のプロセスを常にすべて 1時間の授業の中に くみ入
れるというわけで、はないが、目標に照らし合わせながら
教科内容に向かつてどのようなユニークな問いを構想す
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るかが鍵を握っているO
教材:・山田耕符「赤とんぼ」
・ドボルザーク「交響曲9番第2楽章」
思考のプロセス:演縄的推論
教科内容:
ペンタトニック、サブドミナントの効果
図8 推論のプロセスを組み入れた単元(1)
たとえば、図7に示したように「日本の歌を歌いつご
うjという単元で、赤とんぼを教材とする授業で、明治
時代の背景や三木露風について教えてもかまわない。し
かし一方で、赤とんぼとドボルザーク 9番第2楽章の雰
囲気が似ていると感じるのはなんのせいだろうか (演緯
的推論?という聞いに始まる授業もこれからは求めら
れるだろう。なぜならば、そのような問いは子ども同土
や教師対子どもに対立や分化を生み、教師は自身の解釈
のプロセスと子どもの解釈のプロセス (=文脈)を相対的
に位置づけざるを得ないからである。子どもが「似てな
いjと答えるならば、教師は「似ている」とする根拠を
示していかなければならない。根拠を示しでも子どもが
「似ていない」、「わからないjと答えるならば、その子
どもの考えを個性として肯定的にとらえながら聞い(課
題)の明確さを再検討したり難易度を変える必要だある
だろう。解釈のプロセスと結果が妥当であると感じる、
つまり子どもが納得できるまでの手段として歌唱活動や
鑑賞活動が存在するのである。大切なのは、赤とんぼと
いう教材で教える内容が、日本の歌曲というものに対す
る知識や日本の好情を感じることだけではないというこ
とである。
他にも事例を考えてみると、「シャボン玉とんだjは、
初夏の楽しそうな歌ではなく、また死んだ自分の子ども
をテーマにした音楽でもないとする事実があるか(誤り
の分析?相次ぐ子どもの死や伝染病の経験が音楽に反
映されているか(帰納的推論?この音楽は、はかなさ
の象徴としてとらえることができるだろうか (根拠の構
成・ものの見方の分析?伴奏の雰囲気が赤とんぼと似
ているので歌い方を参考にできるだろうか (比較?自
分は丈学的意味や言葉を優先しているのかな?などの問
いが考えられる。この事例の場合、シャボン玉という言
葉の文学的意味に、 音楽の意味が影響を受けやすいため
「誤りの分析jを組み入れることが非常に効果的になる
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と考えられるO
単元:r季節を感じて』
教材:・シャボン玉とんだ
思考のプロセス:誤りの分析
教科内容:
はかなさ、祈り、 I-IVー Iの和声進行
図9 推論のプロセスを組み入れた単元(2)
また、 中等教育の事例では、うつろの心(1788)は、歌
詞は愛に苦しみ胸張り裂けんばかりの深刻さを歌ってい
るが、 音楽の方がそれを軽く受け流している。モーツア
ルトがボイケサペーテを作曲した頃である O どちらも社
会的背景を考えれば“風刺"的内容のオペラアリアであ
る。どちらもスタッカートが効果的に使われているだろ
うか(比較)?などの問いも構成する必要があるだろう O
ただし、このような聞いと推論のプロセスを構想する
際に注意しなければならないことがある O それは、マル
ザーノが指摘したようにこのような推論のプロセスのた
めに教材が手段的に存在するのではないということであ
る。いいかえれば、補足資料のように一つの教材を通し
て教科内容を探究するために、あくまで手段として8つ
のプロセスが選択肢としてあるということであり、決し
て一つの推論のために一つの教材があったり、一つの推
論のために lつの教材を手段として探すということでは
ないのである O
ともかく、その問いに基づいて、音楽的な響き (事実)
から、生成と批判の循環を繰り返すことになる。そして、
ある資料から音楽の意味を解釈する手がかりを得たり、
音楽の響きから楽語や資料の妥当性を吟味する必要があ
る。音楽は表現したり創造するものであるという考えか
らみれば、批判的思考力は特異な位置づけといえる。そ
れを育成する時の鍵となっていくのが本来の意味でのメ
タフィジックス (すなわちメタ認知)である O
V.おわりに
現代のような教科の再編が起こる前、すなわち総合学
習がまだ注目されていた2000年頃、再編がどうなるかが
論議の中にリベラルアーツに戻っていくのではないかと
いう意見があった。その意味では、授業の中での思考力
の位置づけは、あらゆる教科が、リベラルアーツという
“ふるい"に遭遇し試されていることではないかと思わ
音楽科における批判的思考力に関する一考察 (2)一“学習の次元"モデルの“第3次元:知識の拡張と洗練"を視点としてー
れるO 今回の考察で得られた成果として、音楽を学ぶと
いう行為がいかに知的な、すなわち感性と理性が統合さ
れた次元であるかということは見逃すことができないで
あろう O ただ筆者は、その次元のために音楽科が存在し
ていると主張しようとしているわけではない。その次元
が誤解され、失われつつあることを指摘しているのであ
る。批判的思考力の評価と単元構成のあり方に関する考
察が次の課題である O
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